
★市川海老蔵、遠賀川に降り立つ★
レンガ造りの橋梁を背景に、ドラマの撮影が行われました

遠賀川河川事務所の最新情報を配信 平成21年3月9日

〒822-0013　福岡県直方市溝堀１丁目１－１
TEL：0949-22-1830
FAX：0949-22-2859
メールアドレス：onga@qsr.mlit.go.jp

遠賀川河川事務所は皆様か
らのご意見、ご質問等をお
待ちしております！

電話番号：０９３－２４５－０１５４

ササキ
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関する問合せ先

遠賀川河川事務所　中間出張所 佐々木

　このたび、北九州が生んだ文豪、松本清張の生誕１００周年記念のグランドフィナーレ作品として、清
張の代表作、社会派サスペンスの名作「霧の旗」がスペシャルドラマとして制作されることになりました。
主演は、歌舞伎俳優として著名な、「市川海老蔵」さんです。
　ドラマの１シーンに遠賀川の中間市役所下流を左右岸に横断する「ＪＲ筑豊本線遠賀川橋梁」下の河
川敷が使用され、さる２月２１日（日）に、主演の市川海老蔵さんを迎えて、撮影が行われました。
　河川利用の珍しい事例として、ご紹介致します（当出張所としても、届出書の受理、近隣工事の撮影時
間帯の中止等、協力を行いました）。

遠賀川が全国ネットのドラマで放映されます！

　明治２４年に筑豊本線（若松～直方間）が開
通した当時の、歴史あるレンガ造りの橋脚を持
つ橋梁です。

２００５年公開の映画「ＡＬＷＡＹＳ　３丁目の夕日」
で蒸気機関車が走った鉄橋のモデルにもなりまし
た

石炭輸送で活躍した当
時を偲ばせる、風格あ
る佇まいです

ＪＲ筑豊本線遠賀川橋梁とは？

☆ドラマスペシャル「霧の旗」は、２０１０年３月１６日放送予定です☆

ドラマの制作会社より撮影時のスチール写真をご
提供頂きました。

　当日は晴天で暖かく、絶好の撮影日和でした。この
遠賀川でのシーンでクランクアップを迎え、撮影終了
後、記念撮影等が行われました。

海老蔵さんは、遠
賀川にどんな印象
をもたれたのでしょ
うか……。
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